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会 長 告 知 

☆ 司会進行  SAA – 栗林久一 君 
 
 

 
 

会長 細川幸三 君 

皆さん今晩は！ 

今月のロータリー月間は、ロータリー理解推進月間です。 

会員にロータリーについて知識と理解を一層深めてもらい､

同時にロータリアン以外の、一般市民にもロータリーのことをよ

く知ってもらうためのプログラムを実施する月間です。 

知識と理解を深め一般の方にも知って頂く？ロータリーとは

何ぞや？？ 

実は私、未だにロー 

タリーとはなんですか？ 

と問われて明確にこれ 

これこうです。とは答え 

られません。 

インターネットで調べると 

ロータリークラブとは国際的な社会奉仕連合団体と表記されて

います。更に内容に付きましては多岐にわたり自身の職業を

通じ社会に奉仕する事を主とする団体となっています。端的に

言うとそうだと思います。 

内容に付いては、そうではないと考える人もいると思います

が、社会での認識はこのような感じではないでしょうか？ 

また、よく言われることですが、ロータリーとライオンズはどこ

が違うの？私は、ロータリーの先輩方にロータリーはアイサー

ブ、ライオンズはウイサーブだと言っているのを良く耳にしまし

たが、分かりやすく言うと寄贈品などをよくするのがライオンズ

で地道な活動をするのがロータリーだとインターネットなんかに

も書かれています。 

しかし、現在社会に於いてはロータリーもライオンズ化してき

たとも書かれています。と言うのも地道な活動と言え何をするに

もお金が必要となるからだと思います。 

また、ロータリーの精神論を語りだすと奥が深くてとてもとて

も薄学な私には理解できませんし、言っている方も本当に理解

できているのか？怪しいところです。 

ロータリーの理解を深める話が、今日の私の話でより分かり

づらくなったような気もしますが・・・？ 

いずれにしろ、自身の職業を通じ社会に奉仕する事を主と

する団体と言えば社会の人には分かりやすいのではないでし

ょうか。 

本日のプログラムは栗林委員長となっていますので、栗林さ

ん後ほどのプログラムよろしく御願いします。 

本日の告知は以上とさせて頂きます。 

 

 

 ｢消防団 120 年・自治体消防 

                65 周年記念大会に参加して｣ 

                   会員卓話 栗林久一 君 

 平成 25 年 11 月 25 日（月）「消防団 120 年・自治体消防 65

周年記念大会」が東京ドームで開催された。 

 日本消防協会と全国消防長会の主催で、天皇、皇后両陛下

も出席され、全国から消防団員、消防関係者ら約3万7千人が

参加した。 

 御坊市からは、消防団長、副 

団長、各分団長、消防本部消防 

長、他 1 名の 11 名が参加した。 

 大会のテーマは、「消防その愛 

と力」とし、一層士気を高めること 

を願って明るく力強い歌などもプ 

ログラムに加えている。  

 テーマである「愛」とは、消防の 

活動を根っこで支えるものは、家族や隣人など地域の人々を、

そして自分たちのふるさとを大切に思う気持ちである。そして、

これが現実の消防活動として展開されるためには、消防人そ

れぞれの知識・経験・技術や必要な装備の整備などがなけれ

ばならない。そうして「愛」は「力」になる。今回の大会はこうした

思いが込められている。 

                     大会では、安部晋三首相、     

                    伊吹文明衆議院議長が祝辞 

                    された。また、東日本大震災 

                    で迅速に住民の救助活動を 

                    行った消防団長らに内閣総理 

                    大臣表彰を贈った。消防実技 

                    では、約 100 年前の手動ポン 

                  プでの放水、現在の消防車を使

用しての放水や、大地震を想定した救助訓練も実施された。 

 消防団員は、市町村の非常備の消防機関である。その構成

員である消防団員は、本業を持ちながら、権限と責任を有する

非常勤特別職の地方公務員である。 

 平成 25 年 4 月 1 日現在、全国の消防団数は 2263 団、消防

団員数 86 万 8872 人である。消防団はすべての市町村に設置

されている。  

 

本日のプログラム 



 

なし1月7日 の修正出席率

15名 4名 1 73.3%11名

会員数 欠席者 免除会員 出席率出席者

 御坊市は、団員 230 名、消防車両 25 車両であり、そのなかの

野口分団は、団員 30 名、消防車両 4 車両となっている。 

 消防団は、今も頻発する住宅火災などの消火活動や、あらゆ

る災害・事故に対し活動している。東日本大震災の教訓をいか

しながら、あらゆる事象に最善の体制で対処していかなければ

ならない。これからも、防災・減災対策を進め、国民の安心・安

全確保に大きな役割を果たしていきたい。 

 

 

 

戦国時代の戦乱が治まり、徳川幕府による治世が続く。 

 都市の繁栄に伴い、「火事と喧嘩は江戸の華」といわれるほど

火事も頻繁に発生しました。 

 江戸時代の火消組織は、武家火消と町火消に大別され、定

火消は公設消防、町火消は義勇消防の元祖と言われます。 

 

 武家火消 

(a) 定火消（じょうびけし） 

  慶安３年（１６５０年）幕府は旗本２人を火消役に任命し、「定  

 火消」という常設の消防組織をつくった。 

 火消役の屋敷にはいつも役人や火消人足がいて、火事が起 

 こればすぐ出動できるように備えていた。 

(b) 大名火消（だいみょうびけし） 

  正徳２年（１７１２年）幕府は、譜代大名による消防隊を作り、 

 主に江戸城や武士の家を火事から守ることにしたのが「大名  

 火消」です。江戸城の周辺に置かれ、「方角火消」（ほうがくび

けし）とも呼ばれた。 

 

 

 

 

 

 

 

町火消（まちびけし） 

 武家による火消は、武家を守るのが重点で、一般の町屋のた

めには不十分だったため、８代将軍吉宗は、南町奉行の大岡

越前守忠相と大火対策を協議し、享保３年（１７１８年）、町人に

よる「町火消」を編成させた。 

 当初は町屋の子弟や奉公人 

たちで組織されていた「店火消」 

（たなびけし）を機敏な活動が得 

意な鳶職（とびしょく）の者を中 

心とする組織に編成替えしたも 

ので、経費は町人の負担、組員 

は無報酬だった。 

 名高い「いろは４８組」や本所 

・深川の１６組など、１万人以上 

の火消が活躍していたと言われ 

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  SAA  栗林久一 君 

◇細川幸三君  栗林君、本日の卓話ヨロシクお願いします。  

        又、先週は沢山のニコニコありがとうございました。 

◇栗林久一君  本日卓話させていただきます。 

 

 

  出席委員会  雑賀鈴夫 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ニ コ ニ コ 箱

出 席 報 告

次回例会のご案内 
 

★2/5 例会は  

稲垣 崇 君の会員卓話です。

 消 防 の 歴 史


